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１．研究計画の概要 
 本研究では、古英語ウエストサクソン方言
訳の福音書 5 写本と 13 世紀写本 1 つの、あ
わせて 6 写本を完全に転写し、一冊の刊本と
して仕上げることを目的としている。それを
もとに語彙・形態・文脈の異同を見ることに
より、これらの写本間の関係をより正確に把
握することが出来るような形に仕上げたい。 
 
２．研究の進捗状況 
 まず、マイクロフィルムを入手しているも
のから転写を開始、イギリスへ行く際には写
本を、他の国ではファクシミリを参照し研究
書を読み、学会等に参加して発表を行い、研
究者達と意見を交してきた。すでに MSS 
CCCC140, Bodley 441, CUL Ii.2.11, Royal 
I.A xiv, Hatton 38 までは転写が終わり、今
年度の確認作業を残すのみである。MS 
Cotton Otho C.i (vol. I) は、現在目に見える
範囲では転写したものの、最も損傷の激しい
写本であるため、今年 7 月にイギリスに渡っ
て British Library で確認作業を行う。他の
写本についてはさほどの時間はかからない
が、これだけは是非とも納得するだけの確認
をしたい。幸いロンドン大学の Jane Roberts 
名誉教授がアドバイスをくれるので、何とか
仕上げるつもりである。Fragmental な MS 
Eng.Bib.C.2 に関しては、オックスフォード 
の Bodleian Library で確認するが、刊本の
中にどう収めるかは、最後の仕上げの段階で
レイアウトを考える。海外からの出版に関し
ては、introduction はじめ様々な問題もある
ので、まずは今年度の終わりまでに報告書の
形で仕上げるつもりである。 
 

３．現在までの達成度 
 ○2 おおむね順調に進展している。ただ、研
究者の主催する国際フォーラム、英語史学会
の proceedings の出版、千葉大学大学院のプ
ロジェクト研究の論文集の出版などが控え
ているため、時間を調整しながら、当初の目
的だけは今年度内に達成できるよう努力す
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 （1）まずは転写した原稿の中で、どうし
ても写本に当たらねば解明されない部分を
ピックアップしておき、7 月の渡英で写本の
調査と確認を済ませる。その際、Roberts 教
授にアドバイスをもらう。（2）国際フォーラ
ムに来ることになっているトロント大学の
Antonette diPaolo Healey 教授と、写本の問
題および出版の可能性について話し合う。
（3）10 月以降、原稿の作成に入り、来年 2
月までには報告書の形で完成させる。最終的
には、ヨーロッパから出版する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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